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例大祭終了後に参加者で記念撮影

例
大
祭

令
和
二
年

８
月
３
０
日(

日)

例
大
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
今
年
は

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
神
事
の
み
執
り
行
い
ま
し
た
。

例
年
は
、
高
円
寺
名
物
の
阿
波
お
ど
り
で
町
が
賑
わ
い
、

神
社
境
内
で
も
多
く
の
露
店
出
店
が
あ
り
、
神
楽
殿
で
の

奉
納
芸
能
が
祭
り
を
彩
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
全
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

例
大
祭
で
は
氏
子
総
代
を
は
じ
め
、
氏
子
崇
敬
者
、
ご

来
賓
の
方
々
に
ご
参
列
し
て
戴
き
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
よ
り
宮
司
以
下
、
祭
員
、
参
列
者
が
社
務
所
前

に
並
び
、
社
殿
ま
で
参
進
し
て
神
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
ず
修
祓
を
受
け
た
後
に
、
宮
司
一
拝
、
開
扉
、
献
饌
と

続
き
、
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宮
司
に
続
き
、
氏
子
総
代
責
任
役
員(

渡
辺
忠
司
様
、
大
河

原
章
雄
様
、
大
河
原
和
雄
様)

を
は
じ
め
、
氏
子
総
代
、
ご

来
賓
の
皆
様
が
玉
串
を
ご
神
前
に
奉
り
、
こ
の
一
年
の
神

恩
感
謝
を
ご
奉
告
し
、
ま
た
次
の
一
年
が
安
寧
、
弥
栄
、

心
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
祈
念
し
ま
し
た
。

過
去
に
な
い
形
の
例
大
祭
で
し
た
が
、
無
事
に
執
り
行

う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
て
関
係
者
す
べ
て
の
方
々

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
つ
つ
一
つ
一
つ
前
に
進
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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順
不
同
・
敬
称
略

例
大
祭
奉
納
者
ご
芳
名

令
和
二
年

金
壱
拾
萬
円

㈱
ミ
リ
オ
ン
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役

小
島
豊

氏
子
有
志
一
同

紺
谷
尚
昌

金
参
萬
円

氏
子
総
代
責
任
役
員
大
河
原
章
雄

氏
子
総
代
責
任
役
員
大
河
原
和
雄

渡
辺
建
設
㈱
代
表
取
締
役
渡
辺
健
司

三
上
英
子

さ
ぬ
き
や
近
藤
康
浩

南
氷
川
町
会

緑
ヶ
丘
町
会

パ
ル
商
盛
会

中
通
町
会

金
弐
萬
円

氏
子
総
代
責
任
役
員
渡
辺
忠
司

㈲
田
丸
屋
不
動
産

高
円
寺
ビ
ル
大
河
原
三
恵
子

金
壱
萬
円

白
勢
麗
子

三
村
建
設
㈱

高
松
建
設
㈱

武
田
周
吾

読
売
新
聞
平
野
善
生

㈲
さ
わ
や
こ
お
ふ
ぃ
中
澤
恒
夫

南
商
店
会

松
川
政
明

㈱
茶
処
つ
き
じ
奥
光
一

夢
☆
カ
フ
ェ
代
表
中
島
俊
夫

半
井
小
絵

伊
藤
康
雄

奥
田
敬
三

高
南
宝
扇
会

北
庚
申
文
化
会

中
村
司

氷
川
神
社
神
幸
祭
委
員
会
委
員
長

由
井
営
太
郎

南
五
丁
目
町
会

高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸
実
行
委
員
会

北
中
央
自
治
会

南
中
央
町
会

北
一
丁
目
町
会

㈱
第
一
栃
木
屋
宇
賀
神
聡
一

い
ろ
は
鮨
田
中
成
志

金
伍
阡
円

㈲
柏
屋

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
高
円
寺
支
店

㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
阿
佐
ヶ
谷
支
店

大
森
則
子

Ｂ
Ｎ
高
円
寺
高
山
康
雄

合
同
会
社
マ
ル
ミ

島
田
和
菓
子
店

杉
並
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
山
田
大
輔

鑓
田
康
江

食
事
処
む
ら
た

氏
子
総
代
三
上
忠
彦

ミ
カ
ド
薬
局
氏
子
総
代
高
橋
捷
泰

亀
屋
精
肉
店

㈱
光
和
堂

内
田
幾
雄

長
田
秀
夫

氏
子
総
代
江
澤
忠
行

㈱
装
飾
フ
ジ
シ
マ

か
め
や
市
川
敬
喜

金
参
阡
円

岩
浪
富
美
子

武
内
清
子

清
酒

㈱
三
井
住
友
銀
行
高
円
寺
支
店

氏
子
有
志
一
同

宮
本
卯
之
助
商
店

恵
比
寿
ク
リ
ニ
ー
ク
産
後
整
体
院

鯛Ｂ
Ｎ
高
円
寺
高
山
康
雄

～例大祭の様子～

朝
か
ら
厳
し
い
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
時
よ
り
例
大
祭
と
な
り

ま
し
た
。
宮
司
を
先
頭
に
参
加
者
で
参
進
し
、
拝
殿
に
昇
殿
し
ま
し

た
。
蒸
し
暑
い
中
、
マ
ス
ク
着
用
で
の
ご
参
列
は
大
変
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
戴
き
ま
し
て
本
当
に
有
難

う
御
座
い
ま
す
。
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城
南
信
用
金
庫

高
円
寺
支
店

竣
工
式

氷
川
神
社
境
内
周
辺
に
は
氏
子
地
域
や

神
社
崇
敬
者
の
お
名
前
や
会
社
名
、
店
名

が
刻
印
さ
れ
た
玉
垣
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
昨
夏
、
本
社
神
輿
が
誕
生
し
た
際
、

神
輿
蔵
を
建
設
し
ま
し
た
が
、
工
事
の
都

合
上
、
玉
垣
の
一
部
を
移
設
し
ま
し
た
。

移
設
し
た
場
所
に
は
新
し
く
玉
垣
を
設
置

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

新
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
氏

子
地
域
の
皆
様
や
、
神
社
崇
敬
者
、
関
係

者
全
て
の
皆
様
に
ご
奉
納
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
御
寄
進
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

竣
工
式
後
に
関
係
者
で
記
念
撮
影

８
月
２
６
日(

水)

城
南
信
用

金
庫
高
円
寺
支
店
新
店
舗
竣
工

式
に
氷
川
神
社
と
し
て
奉
仕
さ

せ
て
戴
き
ま
し
た
。

同
行
高
円
寺
支
店
の
新
店
舗

の
躯
体
は
福
島
県
産
材
を
使
用

し
て
お
り
、
早
稲
田
通
り
に
面

し
た
北
側
は
開
放
感
の
あ
る
ガ

ラ
ス
張
り
に
な
っ
て
お
り
、
外

か
ら
も
木
材
が
見
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
階
に
は
保

育
園
も
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

◆石玉垣建立事業のご奉納受付◆

①石玉垣の建立本数
大(縦70㎝ × 横22㎝) ： ５本
小(縦45㎝ × 横15㎝) ： ２６本

②奉納金額
大 ： ２０万円
小 ： １３万円

③建立時期
奉納者集まり次第、工事開始予定ですので、現段階では
未定ですが、年明け～来春には設置予定です

④ご尊名の刻印
玉垣にご指定のご尊名を刻印いたします

⑤申込み・問い合わせ
不明点、ご相談などございましたらいつでもご連絡願います
社務所窓口 ９-１４時
☎ ０３－３３１４－４１４７
email kontani.daishin@koenji-hikawa.com

氷
川
太
郎

～玉垣のサイズ～
大

小

縦
45
㎝

横15㎝

縦
70
㎝

横22㎝

氷
川
太
郎

玉垣の設置場所(赤枠部分)

氷川神社

～基礎工事の様子～

氷
川
神
社
境
内
を
囲
む
玉
垣

神
社
社
務
所
裏
の
道
路
沿
い
で
す

氷川神社 玉垣建立 ご奉納のおねがい
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ひ
か
わ
１
７
４
号
を
お
送
り
し

ま
し
た
。
８
月
は
文
字
通
り

「
猛
暑
」
の
日
々
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
無
事
に
例
大
祭

を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
為
、
阿
波
お
ど

り
も
中
止
と
な
り
、
例
大
祭
も

前
例
の
な
い
様
式
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
は
再
び
町
に
活
気
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。
９
月
に
な
っ
て
も

厳
し
い
残
暑
が
続
い
て
ま
す
の

で
、
体
調
に
は
ご
留
意
し
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

４

🌸

お
知
ら
せ

🌸

令和２年９月吉日 第１７４号 (令和２年９月号)

今
月
の
盆
栽

今
年
か
ら
氏
子
地
域
の
盆
栽
屋

ラ

ビ
ア
デ
ッ
ソ
様
が
毎
月
盆
栽
を
神
社

に
届
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ご
祈
祷
の
ご
案
内

氷
川
神
社
で
は
各
種
祈
祷
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
神
社
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
為
、
間
隔

を
空
け
て
、
喚
起
を
徹
底
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
社
報
「
ひ
か
わ
」

１
４
７
号(

２
０
１
８
年
７
月
号)

か
ら

現
在
の
様
式
に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去

の
社
報
を
お
求
め
に
な
り
た
い
方
は
お

気
軽
に
神
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。(

１
４
７
号
～
が
対
象
と
な
り
ま
す)

ヤ
ブ
ラ
ン

青
風
知
草

山
も
み
じ

西
洋
し
の
ぶ

年齢 性別 数え歳 満年齢

３歳 男・女 平成３０年生まれ 平成２９年生まれ

５歳 男 平成２８年生まれ 平成２７年生まれ

７歳 女 平成２６年生まれ 平成２５年生まれ

祝

七
五
三
詣

大
切
な
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長

を
祈
念
す
る
七
五
三
詣
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
お
め
で
た
い
日
を
迎
え

る
か
ら
こ
そ
、
家
族
の
皆
様
で
素
晴

ら
し
い
一
日
に
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

氷
川
神
社
で
も
七
五
三
詣
を
承
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来

臨
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
「
最
旬
！
ト
レ
ン
ド
サ
ー
チ
」
に

気
象
神
社
が
登
場
予
定

１
０
月
３
日(

土)

Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
最
旬
！

ト
レ
ン
ド
サ
ー
チ(

１
１
時
３
０
分
～)

」
に
気

象
神
社
が
登
場
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
寺
社
仏
閣
の
対
応
方
法
な
ど
が
放
送
さ

れ
る
よ
う
で
す
。
気
象
神
社
が
登
場
予
定
で

す
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

放
送
予
定
日
が
変
更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

◆
「
ヒ
ル
ナ
ン
デ
ス
！
」
に

気
象
神
社
が
登
場
予
定

９
月
３
０
日(

水)

日
本
テ
レ
ビ
「
ヒ
ル
ナ
ン

デ
ス
！(

１
１
時
５
５
分
～)

」
に
気
象
神
社
が

登
場
予
定
で
す
。
お
時
間
が
あ
れ
ば
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
放
送
予
定
日
が
変
更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

◆
北
中
央
自
治
会

引
き
太
鼓
清
祓

８
月
４
日(

火) 
北
中
央
自
治
会
の
町
会
引

き
太
鼓
の
清
祓
い
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

同
町
会
の
引
き
太
鼓
は
老
朽
化
が
進
み
、
神

社
本
社
神
輿
修
復
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
宮

本
卯
之
助
商
店(

浅
草)

に
修
復
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
見
事
に
修
復
さ
れ
、
戻
っ
て
き
た
引

き
太
鼓
で
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
為
、
各

町
会
の
祭
礼
行
事
も
す
べ
て
中
止
と
な
っ
た

た
め
、
来
年
夏
に
高
円
寺
の
町
を
巡
幸
す
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

終了後に参加者で記念撮影

会長の山岸正博さん


